
た
め
に
上
京
し
た
の
で
あ
る
。
石
本
は
、

故
郷
か
ら
の
思
わ
ぬ
依
頼
に
大
変
喜
び
、

良
い
曲
を
作
り
た
い
と
願
っ
た
。

　

市
に
残
さ
れ
て
い
る
簿
冊
に
、
石
本
か

ら
長
谷
川
に
宛
て
た
昭
和
32
（
１
９
５
７
）

年
１
月
13
日
付
け
の
手
紙
が
残
っ
て
い

る
。
こ
の
中
で
石
本
は
『
大
竹
音
頭
』
の

進
行
ぶ
り
を
尋
ね
、
良
い
も
の
を
作
り
た

い
と
抱
負
を
述
べ
た
上
で
、「
…
決
定
し

た
ら
至
急
一
報
願
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
夏

の
盆
踊
り
迄ま

で

に
レ
コ
ー
ド
発
売
出
来
る
よ

う
に
し
た
ら
と
愚
考
し
て
い
ま
す
。」
と

記
し
て
い
る
。

　

昭
和
32
（
１
９
５
７
）
年
５
月
、
合
併

後
の
財
政
が
厳
し
い
中
、
市
は
市
議
会
へ

『
大
竹
小
唄
』
制
作
の
議
案
を
提
案
し
た
。

市
議
会
で
は
『
大
竹
小
唄
』
の
制
作
に
異

議
な
く
、
市
議
会
産
業
委
員
会
を
主
体
と

し
て
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
了
承
さ
れ

た
。
歌
手
は
『
大
竹
小
唄
』
を
当
時
の
人

気
歌
手
青
木
光
一
と
花
村
菊
江
が
、『
大

郷
土
民
謡
誕
生
前
夜

　

大
竹
市
が
誕
生
し
て
か
ら
作
ら
れ
た
曲

の
第
１
号
が
、『
あ
ゝ
征
長
隊
』
と
、
今

で
も
盆
踊
り
な
ど
で
お
な
じ
み
の
『
大
竹

音
頭
』
で
あ
る
。

　
『
あ
ゝ
征
長
隊
』
と
『
大
竹
音
頭
』
は

大
竹
市
が
、
郷
土
出
身
の
作
詞
家
で
あ
る

石
本
美
由
起
に
依
頼
し
て
作
っ
た
郷
土
民

謡
で
あ
る
。
石
本
は
、昭
和
23（
１
９
４
８
）

年
に
『
憧
れ
の
ハ
ワ
イ
航
路
』
が
爆
発
的

な
ヒ
ッ
ト
曲
と
な
る
と
、
２
年
後
の
昭
和

25
（
１
９
５
０
）
年
に
上
京
、
コ
ロ
ム
ビ

ア
レ
コ
ー
ド
の
専
属
と
な
っ
て
い
た
。

　

そ
の
制
作
秘
話
は
、
昭
和
31
（
１
９
５

６
）
年
の
暮
れ
ご
ろ
、
当
時
市
議
会
副
議

長
だ
っ
た
長
谷
川
行
雄
が
上
京
し
、
旧
知

の
石
本
に
会
い
、『
大
竹
音
頭
』
と
『
大

竹
小
唄
』
の
２
曲
の
制
作
に
つ
い
て
語
り

合
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
長
谷
川
は
、

ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
大
竹
市
に
と
っ

て
、
観
光
や
商
工
部
門
の
観
点
か
ら
も
、

『
大
竹
小
唄
』
な
る
曲
を
ぜ
ひ
と
も
作
り

た
い
と
、
密
か
に
熱
く
願
っ
て
い
た
一
人

で
あ
っ
た
。
他
市
の
市
勢
要
覧
や
観
光
宣

伝
を
見
て
も
、
小
唄
の
な
い
と
こ
ろ
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
市
制
施
行
祝
賀
会
の
折
に

も
「
市
の
唄
を
作
っ
た
ら
ど
う
か
」
と
い

う
話
は
出
た
が
、
ま
だ
実
現
し
て
い
な

か
っ
た
。
と
は
い
え
、
長
谷
川
と
石
本
が

会
っ
た
こ
の
段
階
は
、
市
が
正
式
に
曲
の

制
作
を
決
定
す
る
前
の
こ
と
で
あ
り
、
長

谷
川
は
、
ま
ず
石
本
の
意
向
を
確
認
す
る

竹
音
頭
』
を
新
進
売
り
出
し
中
の
ト
ッ
プ

ス
タ
ー
島
倉
千
代
子
（
当
時
19
歳
）
と
山

形
英
夫
が
吹
き
込
む
計
画
で
、
い
ず
れ
の

曲
も
、
作
詞
は
石
本
美
由
起
、
作
曲
は
上

原
げ
ん
と
で
あ
っ
た
。
続
い
て
６
月
の
市

議
会
全
員
協
議
会
に
『
大
竹
小
唄
』『
大

竹
音
頭
』
制
作
お
よ
び
発
表
会
開
催
の
予

算
案
が
提
案
さ
れ
、「
市
財
政
逼ひ

っ

迫ぱ
く

の
折
、

財
源
を
ど
う
す
る
の
か
」
な
ど
の
意
見
が

出
た
が
、「
税
金
の
投
入
を
50
％
に
し
て

残
り
を
、
入
場
料
や
寄
付
金
、
レ
コ
ー
ド

売
上
金
で
賄
う
」
と
い
う
こ
と
で
制
作
を

決
定
し
た
。
予
算
総
額
は
１
０
３
万
６
千

円
だ
っ
た
。

　

石
本
も
、
二
階
堂
哲
朗
市
長
よ
り
「
正

式
に
決
定
し
た
」
と
の
電
報
を
受
け
取
っ

た
と
き
の
気
持
ち
を
長
谷
川
宛
て
の
手
紙

で
「
市
長
よ
り
、
決
定
の
電
報
に
あ
い
、

安
心
し
た
り
、
感
激
し
た
り
し
て
居
り
ま

す
。」
と
伝
え
て
い
る
。

﹃
大
竹
小
唄
﹄か
ら﹃
あ
ゝ
征
長
隊
﹄に

　

市
は
７
月
、
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
株
式
会

社
よ
り
、
レ
コ
ー
ド
３
０
０
枚
の
製
作
費

に
つ
い
て
正
式
な
見
積
書
を
受
け
と
っ

た
。
見
積
書
に
は
、
Ａ
面
『
大
竹
小
唄
』

島
倉
千
代
子
、
Ｂ
面
『
大
竹
音
頭
』
花
村

菊
江
、
山
形
英
夫
と
な
っ
て
い
た
。
当
初

考
え
ら
れ
て
い
た
青
木
光
一
と
花
村
菊
江

で
歌
う
『
大
竹
小
唄
』
で
は
な
く
、
島
倉

千
代
子
の
み
が
歌
う
『
大
竹
小
唄
』
に
変

更
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、

石
本
は
５
月
末
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
市

か
ら
制
作
の
依
頼
の
あ
っ
た
『
大
竹
小
唄
』

を
、
ま
っ
た
く
曲
想
の
異
な
る
『
あ
ゝ
征

長
隊
』
と
す
る
構
想
を
固
め
て
い
て
、
島

倉
千
代
子
の
歌
声
が
そ
の
曲
想
に
合
う
と

決
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
社
内
会
議
で
、

彼
は
そ
の
構
想
を
熱
く
語
り
、
当
時
他
の

自
治
体
で
多
く
作
ら
れ
て
い
た
、
従
来
か

ら
あ
る
民
謡
調
で
は
な
く
、
流
行
歌
に
近

い
『
あ
ゝ
征
長
隊
』
の
企
画
に
な
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
実
は
、『
大
竹
小
唄
』
※
１

は
戦
後
の
大
竹
町
時
代
に
既
に
作
ら
れ
て

お
り
、
こ
の
作
詞
に
石
本
自
身
も
か
か

わ
っ
て
い
た
。
推
測
だ
が
市
か
ら
依
頼
の

あ
っ
た
『
大
竹
小
唄
』
は
既
に
存
在
し
て

い
る
こ
と
も
、『
あ
ゝ
征
長
隊
』
と
い
う

曲
に
し
た
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　

石
本
は
、
７
月
18
日
に
は
２
曲
の
作
詞

を
終
え
、
原
稿
を
市
へ
送
付
し
て
い
る
。

『
大
竹
小
唄
』
は
『
あ
ゝ
征
長
隊
』
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
、
幕
府
軍
と
長
州
軍
が

戦
っ
た
〝
長
州
戦
争
〞
の
こ
と
が
描
か
れ

て
い
た
。
幕
府
に
よ
る
〝
長
州
戦
争
〞
で

大
竹
市
は
芸
州
口
の
戦
場
と
な
っ
た
歴
史

が
あ
る
。
こ
の
曲
は
、
市
側
の
希
望
を
入

れ
、
全
国
発
売
を
視
野
に
入
れ
た
歌
詞
と

な
っ
て
お
り
、
レ
コ
ー
ド
吹
き
込
み
（
レ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
）
は
７
月
27
日
に
予
定
さ

れ
て
い
た
。

　

た
だ
、
そ
の
原
稿
に
は
、
コ
ロ
ム
ビ
ア

側
か
ら
の
「『
あ
ゝ
征
長
隊
』
は
男
性
歌

手
が
歌
っ
た
方
が
似
合
う
歌
詞
な
の
で
、

島
倉
千
代
子
※
２
よ
り
も
霧
島
昇
※
３
の

方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
一
文

問い合わせ
　企画財政課　☎59-2124

市制施行70周年連載企画

振り返る
70年

が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
た
。
さ
っ
そ
く
市

議
会
産
業
委
員
会
で
は
協
議
が
行
わ
れ
、

「
立
派
な
歌
詞
を
一
層
引
き
立
て
て
活い

か

す
と
云い

う
の
で
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
と
も
霧
島

昇
に
し
て
も
ら
い
た
い
。」
と
強
く
要
望

し
た
議
員
も
い
た
が
、
島
倉
千
代
子
と
の

交
渉
過
程
や
、
ト
ッ
プ
歌
手
「
島
倉
千
代

子
」
の
立
場
な
ど
を
推
察
、「
歌
手
を
替

え
る
と
い
う
こ
と
は
そ
う
簡
単
に
で
き
る

も
の
で
は
な
い
！
」
な
ど
の
意
見
も
あ
り
、

長
時
間
審
議
し
た
結
果
、
既
定
方
針
通
り

島
倉
千
代
子
に
吹
き
込
ん
で
も
ら
う
こ
と

に
決
定
し
た
。

　
一
方
、『
大
竹
音
頭
』
に
つ
い
て
は
、
石

本
が
作
成
し
た
歌
詞
は
16
番
ま
で
あ
っ
た

が
、
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
可
能
な
の
は
５
番

ま
で
の
た
め
、
歌
詞
を
５
つ
選
定
し
、
レ

コ
ー
ド
化
さ
れ
た
。
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
は

予
定
通
り
、『
あ
ゝ
征
長
隊
』
を
島
倉
千
代

子
、『
大
竹
音
頭
』
を
花
村
菊
江
・
山
形

英
夫
で
行
わ
れ
、
９
月
１
日
に
は
レ
コ
ー

ド
３
０
０
枚
が
大
竹
市
に
発
送
さ
れ
た
。

お
披
露
目
公
演
、
島
倉
千
代
子

　
９
月
に
な
る
と
、
市
は
『
あ
ゝ
征
長
隊
』

と
『
大
竹
音
頭
』
の
踊
り
を
、
各
地
区
の

婦
人
会
（
現
自
治
会
女
性
部
）、
青
年
団
、

小
・
中
学
校
、
保
育
園
な
ど
の
代
表
者
に

普
及
・
指
導
し
て
も
ら
う
た
め
、
大
竹
市

内
在
住
の
花
柳
小
豊
と
天
野
令
光
の
２
名

に
依
頼
し
た
。
こ
の
普
及
活
動
に
よ
っ
て
、

市
内
全
域
に
盆
踊
り
と
し
て
『
大
竹
音
頭
』

の
踊
り
が
定
着
し
て
い
っ
た
。

　

余
談
に
な
る
が
、
石
本
が
郷
土
の
た
め

に
、コ
ロ
ム
ビ
ア
と
交
渉
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
次
の
よ
う
な
手
紙
が
残
っ
て
い
る
。

　
「
…
会
社
と
し
て
３
回
出
演
は
困
る
と

大
変
反
対
し
ま
し
た
が
、
と
う
と
う
３
回

に
押
し
切
り
ま
し
た
。
次
に
出
演
料
で
す

が
、
上
原
先
生
の
も
入
れ
て
、
22
万
に
話

が
決
ま
り
ま
し
た
。
現
在
、
島
倉
一
行
が

興
行
師
を
通
じ
て
や
る
場
合
、
一
日
２
回

出
演
で
35
万
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
、
会

社
と
し
て
は
25
万
に
と
言
っ
て
き
た
の
で

す
が
、
い
ろ
い
ろ
と
頼
み
込
ん
で
、
上
原

先
生
の
も
入
れ
22
万
と
い
う
こ
と
に
、
今

日
決
定
し
ま
し
た
。
…
」
と
あ
り
、
石
本

が
強
引
に
頼
み
込
ん
だ
様
子
が
、
目
に
浮

か
ぶ
。

　

石
本
は
、
財
政
難
の
中
で
郷
土
大
竹
市

が
自
分
を
頼
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
深
く
感

じ
入
り
、
会
社
に
頼
み
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

彼
が
郷
土
を
思
う
気
持
ち
は
、
後
に
「
大

竹
と
い
う
ふ
る
さ
と
が
な
か
っ
た
ら
、
作

詩
家
石
本
美
由
起
は
、
こ
の
世
に
存
在
し

な
か
っ
た
。
大
竹
は
翼
休
め
に
帰
る
と
こ
、

人
の
情
け
に
泣
く
と
こ
ろ
」
と
語
っ
て
い

る
が
、
こ
の
当
時
も
相
当
の
も
の
で
あ
っ

た
。（
石
本
は
生
前
作
詞
家
で
は
な
く
作

詩
家
と
称
し
て
い
た
）

　

発
表
会
は
、
11
月
４
日
、
第
１
回
目
が

正
午
か
ら
、
第
２
回
目
が
午
後
３
時
か
ら

そ
し
て
第
３
回
目
が
午
後
６
時
か
ら
、
三

菱
レ
イ
ヨ
ン
大
竹
工
場
養
和
会
館
に
お
い

て
行
わ
れ
た
。
入
場
券
は
10
月
８
日
か
ら
、

１
枚
１
５
０
円
で
販
売
を
開
始
、
２
４
４

１
枚
を
売
り
切
っ
て
い
る
。
ま
た
、レ
コ
ー

ド
売
り
上
げ
は
１
枚
３
５
０
円
で
２
８
８

枚
の
売
り
上
げ
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
発
表

会
は
大
盛
況
の
内
に
終
了
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
『
あ
ゝ
征
長
隊
』
は
昭
和
33
（
１

９
５
８
）
年
８
月
15
日
か
ら
、
コ
ロ
ム
ビ

ア
よ
り
全
国
発
売
さ
れ
、
当
時
の
芸
能
雑

誌
『
平
凡
』
と
『
明
星
』
に
掲
載
さ
れ
た
。

石
本
は
、
２
つ
の
芸
能
雑
誌
に
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
た
う
れ
し
さ
か
ら
か
、
こ
の

こ
と
を
早
速
郷
土
に
知
ら
せ
た
。

　
当
時
の
資
料
か
ら
、市
も
石
本
も
『
あ
ゝ

征
長
隊
』
を
主
力
の
郷
土
民
謡
と
し
て
制

作
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
制
作
さ
れ
て
67

年
が
経
過
し
た
今
、
多
く
の
市
民
に
親
し

ま
れ
て
い
る
曲
は
『
大
竹
音
頭
』
で
あ
り
、

『
あ
ゝ
征
長
隊
』
を
知
ら
な
い
市
民
が
多

い
こ
と
を
石
本
は
ど
う
思
っ
て
い
る
だ
ろ

う
か
。

トップスターによる『あゝ征長隊』。広く
市民に親しまれてきた『大竹音頭』。その
誕生は67年前にさかのぼります。

（
右
）
養
和
会
館
で
行
わ
れ
た
発
表
会
。右
端
の

日
本
髪
の
振
り
袖
姿
が
島
倉
千
代
子（
左
上
）当

初
発
売
さ
れ
た
25
㎝
78
回
転
の
Ｓ
Ｐ
盤
（
左
下
）

再
発
さ
れ
た
17
㎝
45
回
転
の
ド
ー
ナ
ツ
盤
。

第４回 『あゝ 征長隊』と『大竹音頭』は
こうして作られた！

【注釈】※１『大竹小唄』：大竹町が制定した曲。作詞は山本康夫、石本清四郎、石本美由起、新上一武の４
人であった。作曲は山本寿である。※２島倉千代子：「島倉千代子は、三橋美智也とならんで、レコード
界の二大新星であるという。ファンレターが日に平均400通。華やかなトップスターだが、まだ19歳で
ある。高校生の時にコロムビアの第五回全国歌手コンクールで優勝『この世の花』をキッカケにとんと
ん拍子に人気と地位を築き上げた。」昭和32（1957）年11月12日付け中國新聞記事より※３霧島昇：戦
前から戦後にかけて活躍した流行歌手。代表曲に「愛染かつら」「旅の夜風」（ミス・コロムビアと）「誰か
故郷を思わざる」「リンゴの唄」（並木路子と）などがある。
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